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	機能：BCL10誘導性NF-κB活性化の阻害に関与する。CARD依存的にBCL10のリン酸化を阻害する可能性がある。,PTM：アイソフォーム2は、DNA損傷時にATMまたはATRによると考えられるリン酸化を受ける。,類似性：1つのCARDドメインを含む。,細胞内局在：BCL10との共発現により、核から細胞質への移行が誘導される。,サブユニット：CARD-CARD相互作用によりBCL10と関連する。,組織特異性：卵巣、精巣、胎盤、骨格筋、腎臓、肺、心臓、肝臓（タンパク質レベル）に発現する。胸腺と脳にも発現する。,機能：BCL10誘導性NF-κB活性化の阻害に関与する。 CARD依存的にBCL10のリン酸化を阻害する可能性がある。,PTM:アイソフォーム2は、DNA損傷時にATMまたはATRによってリン酸化されると考えられる。,類似性:1つのCARDドメインを含む。,細胞内局在:BCL10との共発現により、核から細胞質への移行が誘導される。,サブユニット:CARD-CARD相互作用によってBCL10と結合する。,組織特異性:卵巣、精巣、胎盤、骨格筋、腎臓、肺、心臓、肝臓（タンパク質レベル）で発現する。胸腺と脳でも発現する。,
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	C9orf89抗体を用いたパラフィン包埋ヒト甲状腺組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

